
令和7年度 入学者選抜学力検査問題

事項

1 試験開始の合図があるまで，問題冊子及び解答用紙の中を見てはいけません。

2 出題科目，ページ及び解答用紙の枚数は，下表のとおりです。

出題科目 ページ 解答用紙枚数

物 理 1 ~10 4 

化 ｝ 子 11~19 
只`  

生 物 21~30 5 

地 A 子 31~38 4 

3 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の枚数の過不足や

汚れ等に気がついた場合は，手を挙げて監督者に知らせてください。

4 試験開始後，すべての解答用紙に受験番号，志望学部及び氏名を記入してください。

受験番号の記入欄はそれぞれ2箇所あります。

5 解答はすべて解答用紙の指定された解答欄に記入してください。

6 問題冊子の余白は適宜使用してください。

7 各問題の配点は 100点満点としたときのものです。

8 試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。





•必要であれば，次の値を用いなさい。

原子量： H= 1. 0, C = 12. 0, N = 14. 0, 0 = 16. 0 

•化合物の構造式については以下の例にならって書きなさい。

構造式の書き方の例

0 H 

II I □/c...___,c...___H 
1 次の文章を読んで，後の問いに答えなさい。（配点20)

原子は，中心にある 1個の Lーこ＿」と， L-こ＿」のまわりをとりまく負の電気を帯びたいくつ
かの電子から構成されている。さらに ［二ここ］は正の電気を帯びた［ここコと電気を帯びてい

ない l ウ lから構成されている。 ［口こ］と［ここ］の数を足した数を質量数という。例え

ば，天然に存在する原子番号 17の塩素原子には ［ロロニ］の数の違いによって胃Cl（相対質量

35.0) と昇Cl（相対質量37.0)の2種類が存在する。原子番号が同じで質量数の異なるこれらの関係

を， ［三コという。また，塩素は常温常圧の状態で単体の気体であり，酸化マンガン (W) に濃

塩酸を加えて加熱することで発生させることができる。

問 1 に当てはまる適切な語句を答えなさい。

問 2 Clの原子量を 35.5とすると，胃Cl（相対質量35.0) と昇Cl（相対質量37.0)のそれぞれの存

在比（％）を計算しなさい。答えは，有効数字2桁で表し，計算過程も書きなさい。

問 3 下線の化学反応式を書きなさい。

問 4 塩素を水に溶かすと一部反応して2つの物質ができる。それぞれの化学式を書きなさい。
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2 次の文章を読んで，後の問いに答えなさい。（配点20)

化学反応は物質を構成する原子や分子，イオンなどの粒子が衝突することによっておこる。一定温

度における溶液や気体の反応では，反応物の濃度や分圧が大きくなると

が なり，それらの衝突回数が増加するため反応速度が

とl一三＿l状態になりうる粒子の数が
一般的に

aA + bB→ cC + dD 

あたりの粒子の数

また温度を上げる

なる。

(1) 

(A, Bは反応物質C, Dは生成物， a,b, c, dは1, 2, 3…などの係数）

の反応速度式は次のように表される。

V = k [A]a [BJ/J (2) 

ここで vは反応速度 (mol/(L・s)), kは反応速度定数，［A], [B]は反応物質 A, Bのモル濃

度 (mol/L) である。 a,/Jを反応の次数といい， a+/Jを全体の反応の次数という。一般的に

a=I=-a, b=I=-Bであり， a,/Jは整数とならない場合もある。次数は化学反応式から類推するものでは

なく，実験により決定する。これは化学反応が見かけ上，式(1)のような形で表されたとしても，実際

にはいくつもの［口こ］反応が組み合わさった［こここ|反応であるためである。

実験により次数を決定する際には一方の物質を過剰にして実験することが多い。 0を決定するため

には BをAよりも過剰に存在させて実験を行う。このとき [B]はほぼ一定とみなせるため式(2)の定

数部分を K'とおくと，式(2)は次のように近似できる。

v= (3) 

この条件下で Aの初濃度 [A]。を変化させ，反応開始直後の速度 vを測定することで aが決定でき

る。 Bを決定するためには AをBよりも過剰に存在させて実験を行う。このとき [A]はほぼ一定と

みなせるため式(2)の定数部分を K”とおくと，式(2)は次のように近似できる。

v= (4) 

この条件下で Bの初濃度 [B]。を変化させ，反応開始直後の速度 vを測定することでf3が決定できる。
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問 1 文中の に当てはまる適切な語句を答えなさい。

問 2 文中の に当てはまる適切な式を答えなさい。

問 3 式（1）で表される反応において，温度一定の条件で一方の物質を過剰（ここでは0.50 mol/L)に

して反応開始直後の速度vを測定した。表1にその結果を示す。この反応の次数gとBを次の選

択肢の中から選び，それぞれ記号で答えなさい。

(a) 0. 3 (b) 0. 5 (c) 0. 8 (d) 1 (e) 2 (f) 3 

表 1

[A]。(mol/L) [B]。(mol/L) v (mol/ (L・s)) 
0.50 2. 0 X 10―6 7. 1 X 10-7 

0.50 4. 0 X 10―6 1. 0 X 10-6 

5. 0 X 10―6 0. 50 3. 5 X 10-9 

0.50 8. 0 X 10―6 1. 4 X 10―6 

1. 0 X 10―5 0. 50 7. 1 X 10―9 

1. 5 X 10―5 0.50 1. 1 X 10―8 

0.50 1. 8 X 10―5 2. 1 X 10―6 

2. 0 X 10―5 0.50 1. 4 X 10-8 

問 4 式(2)においてa+/3=3の場合の速度定数Kの単位を答えなさい。
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3 次の問 1~7 さい。 20) 

問 1Zn2十を含む水溶液に少量のアンモニア水を加えると水酸化亜鉛の白色の沈殿が生じる。この

反応のイオン反応式を答えなさい。

2 ジアンミン銀(I)イオン，テトラアンミン銅(II)イオンの立体構造

の例のように図示しなさい。ただし， Ag+,Cu2+, NH3を球と を棒と しなさい。

シアニド鉄(m)酸イオン

3 銅は，紀元前 3000

黄銅（しんちゅう），

さい。

ら合金が作製されていた金属である。銅が主成分の合金としては，

（ブロンズ）がある。それぞれの合金の銅以外の主な成分金属を答え

問 4 銅を熱濃硫酸に溶解さ に生じる反応の化学反応式を答えなさい。

問 5 次の文章のL二二」～L二こ」に当てはまる適切な語句を答えなさい。
鉄は，銅よりも後の時代（紀元前 1500年頃から）に利用された金属である。鉄は，

硫酸には「ー7―1を発生して溶け，鉄(Il)イオンとなる。また，鉄は，濃硝酸に
となる ニッケルの合金である は，さびにくい。

問 6 次の文章の に当てはまる適切な化学式を答えなさい。
U'’’’’’’’’ 

ると酸化され，水を含む赤褐色の

赤さびであり，きめが粗く内部ま

これが鉄の黒さびであり，

る。 鉄を強熱すると黒色の

内部を保護している。

が生じ

問 7 Cu2+, Ag十を含む水溶液に，水酸化ナトリウム水溶液を加えると沈殿が生じる。これら反応

のイオン反応式と生じる沈殿の色を答えなさい。
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4 次の文章を読んで，後の問いに答えなさい。（配点20)

化合物Aに触媒を用いて化合物Bを作用させると，クメンが生成した。クメンを酸化するとクメン

ヒドロペルオキシドが得られ，それを硫酸で分解すると，化合物Cと化合物Dが得られた。化合物C

の水溶液に対してヨウ素と水酸化ナトリウム水溶液を加えて加熱すると，特有の臭気をもつ黄色の沈

殿が生成した。化合物 Dを水酸化ナトリウム水溶液に溶かすと化合物 Eが得られた。

H 
HO、

゜I I 
比C-C-CH3

酸素
比C-C-CH3

硫酸触媒

゜ ゜
A ＋ B C ＋ D 

酸化 分解

クメン クメンヒドロ

ペルオキシド

D ＋ 
水酸化ナトリウム

E 
水溶液

化合物 Aに対して，濃硝酸と濃硫酸を作用させると，主に化合物 Fが得られた。化合物Fに対し

て鉄および塩酸を作用させると化合物 Gが得られ，化合物 Gを水酸化ナトリウム水溶液で処理する

と化合物Hが得られた。化合物Hに対してさらし粉を加えると 色に呈色した。

水酸化ナトリウム

水溶液
A 十濃硝酸

濃硫酸

加湿

鉄，塩酸

F
 

G
 

H 

化合物Hに対して塩酸中で冷やしながら亜硝酸ナトリウムを作用させると，化合物Iが得られた。

化合物Iの水溶液に化合物Eの水溶液を加えると，化合物Jが得られた。この反応を

プリング反応という。

カッ

H 十 亜硝酸ナトリウム ＋ 塩酸

［：ちN]+CI―十 E

0 ~ 5 ℃ 
[:2N]+  Cl― 

ー

0-N=N~:>-OH

J 
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化合物 Dおよび化合物F,化合物H,安息香酸を

を加えてよく振って混合し，分液漏斗で水層 1と

1に水酸化ナトリウム水溶液を加えて同様に操作し，

せた混合溶液に，希塩

した。

2に分離し

た。 2に二酸化炭素を通じ，ジエチルエーテルを加えてよく振って混合し，分液漏斗で水層 3と

3に分離し

D，化合物 F, H, 安息香酸

水層 1

水層 2
99999,99 9999川l川 lll lll l 9 9 99 9 9 9 9 999999 9 

酸化炭素

水層 3 ジエチルエーテル層 3

1 化合物A～化合物Hに当てはま を答えなさい。

問 2 に当てはま を答えなさい。

問 3 水層 1およ

さい。

3' ’
 

-2 
3
 

る化合物
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5 次の高分子化合物 A~Fについて，後の問いに答えなさい。（配点20)

At：竺c-C＜:]‘’ ]g-0-<—0-CH2CH2-otct刈CH？り］＂

Dt：竺c-cく：］ ］心斤＿g<叫］〗｛CH2｛白CH2日
問 1 天然ゴムの主成分である高分子化合物 Aは，イソプレンが付加重合でつながった構造を持つ。

天然ゴムのポリイソプレン鎖は C=C結合の部分が［口ここ］形のため，ゴム特有の弾性を持

つ。天然ゴムに［ここ二lを数％加えて加熱すると 「-7―1構造が生じて，弾性，強度，
耐久性などが向上したゴムになる。この操作を

(1) イソプレンの構造式を答えなさい。

(2) に当てはまる適切な語句を答えなさい。

問 2 高分子化合物 Bはカルボキシ基を持つ単量体 aとヒドロキシ基を持つ単量体 bとを縮合重合

させると得られる。

(1) 単量体 aおよび単量体 bの化合物名を答えなさい。

(2) 平均分子量 1.2 X 106の高分子化合物 Bの1分子中には，何個のエステル結合が含まれる

か，有効数字 2桁で答えなさい。計算過程も示しなさい。ただし，平均重合度はnとする。

問 3 高分子化合物Cは単量体 cをL＿こ＿」重合させると得られる。
(1) 単量体 cの構造式と化合物名を答えなさい。

(2) 「に当てはまる適切な語句を答えなさい。

問 4 高分子化合物Dの単量体dに少量のスチレンを共重合させると，高分子化合物Gが得られる。

(1) 単量体dの化合物名を答えなさい。

(2) 単量体dとスチレンが5対 1で共重合したとする。理論上， 108gの単量体dから何gの高

分子化合物Gが得られるか，有効数字3桁で答えなさい。計算過程も示しなさい。ただし，

平均重合度nは1万とする。

問 5 高分子化合物A~Fの平均分子量がいずれも 1.0 X 106であったとき平均重合度が小さい

ものから順に，記号を使って並べなさい。
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